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飯
塚
事
件
第
一
次
再
審
請
求
特
別
抗
告
審
決
定

（
最
決
令
和
三
年
四
月
二
一
日
刑
集
七
五
巻
四
号
三
八
九
頁
）

大　

場　

史　

朗

【
事
案
の
概
要
】

原
確
定
判
決
（
福
岡
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
九
日
判
時
一
六
九
七
号
一
二
四
頁
）
の
認
定
に
よ
れ
ば
、被
告
人
は
平
成
四
年
二
月
二
〇

日
午
前
八
時
三
〇
分
こ
ろ
か
ら
午
前
八
時
五
〇
分
こ
ろ
ま
で
の
間
、
福
岡
県
飯
塚
市
の
路
上
に
お
い
て
、
甲
野
小
学
校
に
登
校
中
の
Ｕ
子

（
当
時
七
歳
）
お
よ
び
Ｎ
子
（
当
時
七
歳
）
を
認
め
、自
己
の
運
転
す
る
普
通
乗
用
自
動
車
に
乗
車
さ
せ
て
未
成
年
者
で
あ
る
同
女
ら
を
略

取
ま
た
は
誘
拐
し
て
殺
害
し
、
同
日
午
前
一
一
時
こ
ろ
、
福
岡
県
甘
木
市
か
ら
国
道
三
二
二
号
線
を
嘉
穂
町
方
向
に
約
一
．四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
進
行
し
た
地
点
（
通
称
八
丁
峠
第
五
カ
ー
ブ
付
近
）
に
お
い
て
、
そ
の
南
方
山
中
に
Ｕ
子
お
よ
び
Ｎ
子
の
死
体
を
投
げ
捨
て
て
遺
棄
し

た
と
さ
れ
た
。

本
件
に
お
い
て
自
白
等
の
直
接
証
拠
は
な
か
っ
た
。
確
定
有
罪
判
決
は
、「
情
況
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
個
々
の
状
況

事
実
は
そ
の
ど
れ
も
が
被
告
人
を
犯
人
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
認
め
つ
つ
、
以
下
の
①
～
⑦
の
情
況
事
実
を
総
合
評
価
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
被
告
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
死
刑
判
決
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を
下
し
た（

（
（

。

①　

�

二
月
二
〇
日
（
犯
行
日
）
午
前
一
一
時
こ
ろ
に
、
犯
人
の
も
の
と
み
ら
れ
る
車
を
み
た
と
い
う
Ｔ
証
言
に
一
致
す
る
車
を
被
告
人

が
所
有
し
て
い
た
こ
と
。

②　

�
被
告
人
に
は
失
踪
現
場
等
に
つ
い
て
土
地
勘
が
あ
る
こ
と
。

③　

�

被
害
児
童
の
着
衣
か
ら
犯
行
機
会
に
付
着
し
た
と
認
め
ら
れ
る
繊
維
片
は
、
被
告
人
所
有
の
車
の
繊
維
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
。

④　

�

被
告
人
の
車
か
ら
、
被
害
女
児
の
一
人
と
同
じ
Ｏ
型
の
血
痕
と
ヒ
ト
の
尿
痕
（
血
液
型
不
明
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤　

�

仮
に
犯
人
が
一
人
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
犯
人
の
も
の
と
み
ら
れ
る
血
液
型
（
Ｂ
型
）
お
よ
び
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
（
一
六

－

二
六
型
）
が
被
告
人
と
一
致
す
る
こ
と
。

⑥　

�

被
告
人
が
、
本
件
当
時
の
糖
尿
病
に
由
来
す
る
亀
頭
包
皮
炎
に
罹
患
し
て
お
り
、
外
部
か
ら
の
刺
激
に
よ
り
容
易
に
出
血
す
る
状

態
に
あ
っ
た
こ
と
。

⑦　

�

被
告
人
に
は
ア
リ
バ
イ
が
な
い
こ
と
。

被
告
人
（
以
下
「
事
件
本
人
」
と
い
う
）
は
死
刑
が
確
定
し
た
の
ち
、
再
審
請
求
を
予
定
し
て
い
た
が
、
再
審
請
求
前
に
死
刑
が
執
行

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
遺
族
を
再
審
請
求
人
と
し
て
再
審
請
求
が
な
さ
れ
た
。
新
証
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
血
液
型
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
関
す
る
新

証
拠
（
Ｈ
鑑
定
書
等
）
お
よ
び
Ｔ
証
言
に
関
す
る
新
証
拠
で
あ
る（

（
（

。

再
審
請
求
審
（
福
岡
地
決
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
判
時
二
三
九
六
号
九
六
頁
、
以
下
「
原
々
決
定
」
と
い
う
）
で
は
、「
Ｈ
鑑
定
書
等

に
よ
っ
て
…
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
評
価
を
す
べ
き
状
況
に
至
っ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
、
確
定
判
決
に
お
け
る
有
罪
認
定
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
そ
の
う
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え
で
、
❶
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
以
外
の
情
況
証
拠
（
旧
証
拠
）
の
み
の
総
合
評
価
と
、
❷
そ
こ
に
新
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
力
を
減
殺
さ

れ
た
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
を
加
え
て
新
旧
証
拠
の
総
合
評
価
を
行
っ
た
の
ち
、
❶
の
み
で
も
「
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
❷
の
総
合
評
価
に
お
い
て
も
「
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
に
お
い
て
犯
人
の
型
と
事
件
本
人
の
型
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
両
者
が
一
致
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
の
点
以
外
の
情
況
事
実
に

こ
れ
を
併
せ
考
慮
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
」
と
し
て
新
証
拠
の
明
白
性
を
否
定
し
、
再
審
請
求
を
棄
却
し
た（

（
（

。

即
時
抗
告
審
（
福
岡
高
決
平
成
三
〇
年
二
月
六
日
判
時
二
三
九
六
号
七
八
頁
、
以
下
「
原
決
定
」
と
い
う
）
も
「
弁
護
人
が
提
出
し
た

証
拠
の
明
白
性
を
否
定
し
…
本
件
再
審
請
求
を
棄
却
し
た
原
決
定
の
判
断
に
、
論
理
則
、
経
験
則
等
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
点
は
な
く
、

当
裁
判
所
も
正
当
な
も
の
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
（
弁
護
人
が
特
別
抗
告
）。

【
決
定
要
旨
】

特
別
抗
告
審
（
最
決
令
和
三
年
四
月
二
一
日
刑
集
七
五
巻
四
号
三
八
九
頁
、
以
下
「
本
決
定
」
と
い
う
）
は
「
本
件
抗
告
の
趣
意
は
、

憲
法
違
反
、
判
例
違
反
を
い
う
点
を
含
め
、
実
質
は
単
な
る
法
令
違
反
の
主
張
で
あ
っ
て
、
刑
訴
法
四
三
三
条
の
抗
告
理
由
に
当
た
ら
な

い
。（
原
文
改
行
）
な
お
、
所
論
に
鑑
み
記
録
を
調
査
し
て
も
、
職
権
で
原
決
定
を
取
り
消
す
べ
き
事
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
「
付
言
」
し
た
。
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「
所
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
は
、
同
鑑
定
の
手
法
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
鑑
定
並
び
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
及
び
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
Ｂ
型
鑑
定
の
証
明
力
は
、
確
定
判
決
が

説
示
す
る
と
お
り
、
鑑
定
資
料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
や
状
態
の
不
良
、
更
に
は
こ
れ
ら
の
鑑
定
自
体
の
特
性
等
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
が
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
鑑
定
並
び
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
及
び
Ｈ
Ｌ

Ａ
Ｄ
Ｑ
Ｂ
型
鑑
定
の
証
明
力
に
関
す
る
評
価
を
左
右
す
る
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
再
評
価
を
要
す
る
こ
と
に
な
る

も
の
で
は
な
い
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
原
々
決
定
が
こ
れ
ら
の
鑑
定
の
証
明
力
を
再
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
誤
り
は
な
い
旨
判
示
し
た
原

決
定
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。」

「
所
論
は
…
科
警
研
の
血
液
型
鑑
定
及
び
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
手
法
は
科
学
的
に
誤
っ
て
お
り
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

と
い
う
が
、
科
警
研
の
各
鑑
定
に
関
す
る
…
原
々
決
定
の
信
用
性
評
価
を
是
認
し
た
原
決
定
の
判
断
に
誤
り
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。」

「
…
新
証
拠
に
よ
っ
て
Ｔ
の
目
撃
供
述
の
信
用
性
が
否
定
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、犯
人
と
事
件
本
人
の
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
が
一
致
し

た
こ
と
を
除
い
た
そ
の
余
の
情
況
事
実
を
総
合
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
超

え
た
高
度
の
立
証
が
さ
れ
て
お
り
、
新
証
拠
は
い
ず
れ
も
確
定
判
決
の
認
定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

原
々
決
定
の
判
断
を
是
認
し
た
原
決
定
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
。」

【
評
釈
】

１
．
問
題
の
所
在
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飯
塚
事
件
と
称
さ
れ
る
本
事
件
の
再
審
請
求
は
、
通
常
の
再
審
請
求
と
は
い
く
つ
か
の
、
そ
し
て
重
大
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
①
本
事
件
は
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
事
件
で
、
か
つ
、
死
刑
執
行
後
の
再
審
請
求
で
あ
る
と
い
う
こ
と（

（
（

、
②
再
審
が
開
始
さ
れ
て

す
で
に
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
足
利
事
件（

（
（

と
同
種
の
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
が
有
罪
証
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
し
か
し
な
が
ら
、
資

料
が
全
量
消
費
さ
れ
て
お
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
の
再
鑑
定
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
決
定
は
、
本
件
特
別
抗
告
が
「
実
質
は
単
な
る
法
令
違
反
の
主
張
で
あ
っ
て
、
刑
訴
法
四
三
三
条
の
抗
告
理
由
に
当
た
ら
な
い
」
と

し
た
う
え
で
、
請
求
人
側
の
主
張
に
つ
き
「
付
言
」
し
て
い
る
。
そ
の
「
付
言
」
の
中
心
的
な
内
容
と
な
っ
た
の
は
、
新
証
拠
に
よ
っ
て

証
明
力
が
減
殺
さ
れ
た
科
警
研
の
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
鑑
定
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
お
よ
び
Ｈ
Ｌ

Ａ
Ｄ
Ｑ
Ｂ
型
鑑
定
と
い
う
三
つ
の
鑑
定
（
以
下
、
三
鑑
定
と
い
う
）
の
証
明
力
の
再
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
三
鑑
定
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
再
審
請
求
審
で
は
明
示
的
な
判
断
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
す
で
に
確
定
判

決
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
決
定
は
そ
の
点
を
改
め
て
「
付
言
」
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
最
高
裁
が
確
定
判
決
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
点
を
あ
え
て
「
付
言
」
し
た
こ
と
の
意
味
と
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三

鑑
定
と
の
関
連
性
が
問
題
と
な
る
。そ
の
こ
と
は
間
接
証
拠
に
よ
る
事
実
認
定
や
科
学
的
証
拠
の
問
題
性
に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

以
下
で
は
、
本
決
定
の
明
白
性
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
み
た
の
ち
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
と
の
関
連
性
に
つ
き
検
討
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
い（

（
（

。

２
．
本
決
定
に
お
け
る
明
白
性
の
判
断
方
法

（
１
）
新
旧
証
拠
の
総
合
評
価
の
方
法
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本
決
定
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
が
、
三
鑑
定
の
「
証
明
力
に
関
す
る
評
価
を
左
右
す
る
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な

い
」
こ
と
を
も
っ
て
、「
そ
れ
ら
の
再
評
価
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
。
ま
ず
、
本
決
定
が
旧
証
拠
の
「
再
評
価
」

に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
判
断
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
新
証
拠
の
評
価
に
当
た
り
旧
証
拠
を
ど
の
範
囲
・
程
度
ま
で
再
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
①
新
証
拠
の
立
証
命
題

と
無
関
係
な
旧
証
拠
を
含
め
て
新
旧
証
拠
を
評
価
す
る
全
面
的
再
評
価
説
と
、
②
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
と
関
係
す
る
旧
証
拠
の
み
を

総
合
評
価
す
る
限
定
的
再
評
価
説
の
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る（

（
（

。
ま
た
、
両
者
を
対
立
す
る
も
の
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
次
元
の

問
題
と
捉
え
、
③
ま
ず
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
と
関
係
す
る
旧
証
拠
の
み
を
限
定
的
に
再
評
価
し
、
新
証
拠
が
い
く
ら
か
旧
証
拠
の
証

明
力
を
減
殺
す
れ
ば
新
旧
証
拠
を
全
面
的
に
再
評
価
す
る
二
段
階
説
も
近
時
有
力
に
提
唱
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
④
明
白
性
判
断
の
手

法
は
事
実
認
定
一
般
の
手
法
（
全
面
的
再
評
価
）
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
総
合
評
価
の
範
囲
は
新
証
拠
、
そ
の
立
証
命
題
に
関
連
す

る
旧
証
拠
お
よ
び
新
証
拠
の
旧
証
拠
に
対
す
る
波
及
効
に
よ
る
と
の
見
解
も
あ
る（

（
（

。

旧
刑
訴
法
の
再
審
事
由
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
承
継
し
た
現
行
刑
訴
法
の
そ
れ
（
特
に
同
四
三
五
条
六
号
）
は
、
一
度
も
改
正
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
判
例
法
に
よ
っ
て
柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
㋐
「
同
法
四
三
五
条
六
号
に
い
う
『
無
罪
を
言
い
渡
す
べ
き
明
ら
か
な
証
拠
』
と
は
、
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に

つ
き
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
、
そ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り
る
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
右
の
明
ら

か
な
証
拠
で
あ
る
か
ど
う
か
は
…
当
の
証
拠
と
他
の
全
証
拠
と
総
合
的
に
評
価
し
て
判
断
す
べ
き
」（
最
決
昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日
刑
集

二
九
巻
五
号
一
七
七
頁
・
白
鳥
決
定
、
最
決
昭
和
五
一
年
一
〇
月
一
二
日
刑
集
三
〇
巻
九
号
一
六
七
三
頁
・
財
田
川
決
定
も
参
照
）
と
い

う
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
総
合
評
価
説
を
採
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

以
降
の
最
高
裁
判
例
で
も
、
㋑
「
問
題
は
…
再
審
請
求
後
に
提
出
さ
れ
た
新
証
拠
と
確
定
判
決
の
言
い
渡
さ
れ
た
第
二
審
で
取
り
調
べ
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ら
れ
た
そ
の
余
の
全
証
拠
と
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
と
し
て
、
確
定
判
決
の
有
罪
認
定
に
つ
き
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
得
る
か

否
か
に
帰
着
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
最
決
平
成
九
年
一
月
二
八
日
刑
集
五
一
巻
一
号
一
頁
・
名
張
事
件
）、
㋒
「
刑
訴
法
四
三
五

条
六
号
の
再
審
事
由
の
存
否
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
Ｏ
作
成
の
…
書
面
等
の
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
に
関
連
す
る
他
の
全
証
拠
と

を
総
合
的
に
評
価
し
、
新
証
拠
が
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
、
そ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り
る

蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
…
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
」（
最
決
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
七
日
刑
集
五
二
巻
七
号
三
六
三
頁
・
マ
ル
ヨ
無
線

事
件
）
と
い
う
判
示
が
な
さ
れ
て
き
た
。

白
鳥
・
財
田
川
決
定
が
示
し
た
「
当
の
証
拠
と
他
の
全
証
拠
と
総
合
的
に
評
価
」
す
べ
き
と
の
判
示
と
、
以
降
の
判
例
・
裁
判
例
に
み

ら
れ
る
「
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
に
関
連
す
る
他
の
全
証
拠
と
を
総
合
的
に
評
価
」
す
べ
き
と
の
判
示
（
前
記
判
例
㋒
参
照
）
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
❶
両
者
を
全
面
的
再
評
価
説
に
引
き
つ
け
て
理
解
す
る
立
場
、
❷
両
者
を
限
定
的
再
評
価
説
に
引
き
つ
け
て
理
解
す
る

立
場
、
❸
前
者
の
白
鳥
・
財
田
川
決
定
は
全
面
的
再
評
価
説
を
と
っ
て
い
る
が
、
後
者
の
判
示
は
限
定
的
再
評
価
説
に
立
っ
て
お
り
整
合

し
な
い
と
理
解
す
る
立
場
な
ど
に
分
か
れ
る（
（1
（

。

本
決
定
で
は
、
三
鑑
定
の
「
再
評
価
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
判
示
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
従
来
、
実
務
で

有
力
で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
に
立
っ
た
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
新
証
拠
の
弾
劾
対
象

新
証
拠
に
よ
り
確
定
判
決
の
事
実
認
定
ま
た
は
証
拠
構
造
が
動
揺
し
た
場
合
に
、
①
直
ち
に
新
証
拠
の
明
白
性
を
肯
定
す
る
立
場
と
、

②
動
揺
し
た
と
し
て
も
確
定
判
決
の
有
罪
認
定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
明
白
性
を
否
定
す
る
と
い
う
立
場
が

あ
り
う
る（
（1
（

。
後
者
の
立
場
に
対
し
て
は
、
再
審
請
求
審
が
新
た
な
事
実
認
定
を
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
強
い
。
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学
説
で
は
①
の
立
場
も
有
力
で
あ
る
が（
（1
（

、
判
例
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
②
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、「
新
証
拠
が
確
定
判
決
に
お
け

る
事
実
認
定
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
、
そ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り
る
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
」
か
否
か
を
問
題
と
し
て
い
る

（
前
記
判
例
㋐
～
㋒
参
照
）。

そ
れ
ゆ
え
、
新
証
拠
に
よ
っ
て
確
定
判
決
の
有
罪
認
定
の
根
拠
と
な
っ
た
証
拠
の
一
部
に
つ
い
て
証
明
力
が
大
幅
に
減
殺
さ
れ
て
も
、

総
合
評
価
に
よ
っ
て
「
確
定
判
決
の
有
罪
認
定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
ず
る
余
地
は
な
い
」
場
合
に
は
、
新
証
拠
の
明
白
性
が
否
定
さ
れ

て
請
求
人
に
不
利
益
な
総
合
評
価
も
許
容
さ
れ
る
（
前
記
判
例
㋑
）。
ま
た
、
総
合
評
価
の
際
に
は
、
新
証
拠
や
確
定
判
決
が
挙
示
し
た
旧

証
拠
の
ほ
か
、
確
定
判
決
が
挙
示
し
て
い
な
い
確
定
審
の
審
理
中
に
提
出
さ
れ
て
い
た
証
拠
や
、
再
審
請
求
以
降
に
お
い
て
新
た
に
得
ら

れ
た
他
の
証
拠
も
検
討
の
対
象
と
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前
記
判
例
㋒
参
照
）。
さ
ら
に
、確
定
判
決
の
事
実
認
定
の
一
部
に
つ
き
事
実

誤
認
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
の
存
在
そ
の
も
の
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
に
至
ら
な
い
限
り
、

刑
訴
法
四
三
五
条
六
号
の
再
審
事
由
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
る
（
判
例
㋒
参
照
）。

本
決
定
も
、
新
証
拠
に
よ
る
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
の
減
殺
効
を
認
め
た
う
え
で
、「
新
証
拠
は
い
ず
れ
も
確
定
判
決
の
認
定

に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
原
々
決
定
の
判
断
を
是
認
し
た
原
決
定
の
判
断
を
正
当
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
従
前
の
判
例
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
原
々
決
定
が
、
確
定
判
決
の
有
罪
証
拠
か
ら
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八 

鑑
定
と
い
う
重
要
な
証
拠
を
除
い
た
上
で
、
量
的
に
少
な
い

情
況
証
拠
に
よ
っ
て
殺
人
等
の
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
」
が
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
証
拠
の
証
明
力

を
「
か
さ
上
げ
」
し
た
と
い
う
批
判
も
あ
り
え
よ
う
。

（
３
）
本
決
定
の
総
合
評
価
の
方
法
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本
決
定
は
、
明
白
性
の
判
断
の
規
範
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
白
鳥
・
財
田
川
決
定
も
援
用
し
て
い
な
い
。
本
決
定
は
、
明
白
性

の
判
断
に
つ
き
、「
新
証
拠
は
い
ず
れ
も
確
定
判
決
の
認
定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
原
々
決
定
の
判
断
を

是
認
し
た
原
決
定
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
決
定
の
明
白
性
の
判
断
を
、
原
々
決
定
お
よ

び
原
決
定
と
の
関
係
で
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
原
々
決
定
は
明
白
性
判
断
に
つ
き
、「
証
拠
の
明
白
性
に
つ
い
て
は
、
当
審
に
提
出
さ
れ
た
新
証
拠
と
、
そ
の
立
証
命
題
に
関
連

す
る
他
の
全
証
拠
と
を
総
合
的
に
評
価
し
、
新
証
拠
が
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
抱
か
せ
、
そ
の
認
定

を
覆
す
に
足
り
る
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
も
の
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
々
決
定
は
、
①
新
証
拠
の
証

明
力
と
、
そ
の
立
証
命
題
に
関
連
す
る
旧
証
拠
の
証
明
力
を
対
応
さ
せ
た
の
ち
に
、
②
新
旧
証
拠
を
総
合
評
価
し
て
、「
確
定
判
決
に
お
け

る
事
実
認
定
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
抱
か
せ
…
る
証
拠
で
あ
る
か
否
か
」
を
検
討
す
る
と
い
う
二
段
階
の
過
程
を
踏
ん
で
い
る
。
弁

護
人
が
主
張
し
た
二
段
階
説
に
対
応
す
る
も
の
と
い
え
る
。

第
一
段
階
に
お
い
て
、
原
々
決
定
は
、
新
証
拠
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
に
つ
い
て
の
み
、「
よ
り
慎
重
な
評
価
を
す

べ
き
状
況
に
至
っ
て
い
る
」
と
し
、
新
証
拠
に
よ
る
旧
証
拠
の
減
殺
効
を
認
め
た
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
血
液
型
・

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
関
す
る
新
証
拠
の
立
証
命
題
の
一
つ
が
三
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず（
（1
（

、
こ
の
三
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
に

つ
い
て
は
、
直
接
的
な
弾
劾
対
象
で
あ
っ
た
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
を
含
め
、
何
ら
明
示
的
に
判
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
次
の
総
合
評
価
に
進
む
新
証
拠
と
そ
の
証
明
力
が
相
当
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
段
階
に
お
い
て
、
原
々
決
定
は
、
新
旧
証
拠
の
総
合
評
価
に
進
む
が
、
❶
最
初
に
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
以
外
の
情
況
証
拠
（
旧

証
拠
）
の
み
を
総
合
評
価
し
た
の
ち
、
❷
そ
こ
に
新
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
力
を
減
殺
さ
れ
た
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
を
加
え
て
新
旧
証
拠

の
総
合
評
価
を
行
う
と
い
う
二
段
階
の
過
程
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
❶
の
総
合
評
価
の
み
で
も
「
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
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つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
さ
れ
た
結
果
、
こ
こ
で
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八

型
鑑
定
と
三
鑑
定
を
含
む
そ
れ
以
外
の
情
況
証
拠
と
の
関
連
性
が
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
（1
（

。

他
方
、
原
決
定
は
白
鳥
決
定
を
援
用
し
つ
つ
、
同
決
定
の
趣
旨
は
「
旧
証
拠
を
洗
い
ざ
ら
い
評
価
し
直
し
て
自
ら
心
証
を
形
成
し
、
確

定
判
決
の
動
揺
の
有
無
を
審
査
す
る
こ
と
ま
で
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、
新
証
拠
の
持
つ
重
要
性
と
そ
の
立
証
命
題
に
着
目
し
て
、
そ
れ

が
有
機
的
に
関
連
す
る
確
定
判
決
の
証
拠
判
断
及
び
そ
の
結
果
の
事
実
認
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
」

と
し
、
明
示
的
に
「
新
証
拠
の
立
証
命
題
と
無
関
係
に
旧
証
拠
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
は
採
用
で
き
な
い
」
と
し
た
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
に
立
っ
た
判
示
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
限
定
的
再
評
価
説
を
と
っ
た
原
決
定
に
対
し
て
は
、弁
護
人
か
ら
、限
定
的
再
評
価
説
の
枠
内
に
お
い
て
も
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八

型
鑑
定
と
三
鑑
定
は
「
有
機
的
に
関
連
す
る
」
は
ず
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
本
決
定
は
Ｍ
Ｃ
Ｔ

一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
は
「
証
明
力
に
関
す
る
評
価
を
左
右
す
る
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
原
々
決
定
お
よ
び
原
決
定
の
判
断
を
是
認
し
た
本
決
定
も
、
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

（
４
）
本
決
定
の
「
再
評
価
」
の
実
質
と
関
連
性
の
問
題

本
決
定
が
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
三
鑑
定
の
証
明
力
評
価
は
確
定
判
決
の
証
拠
評
価
の
と
お

り
「
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
に
よ
っ
て
三
鑑
定
を
「
再
評
価
」
す
る
（
評
価
し
直
す
）

必
要
は
な
い
と
、
本
決
定
の
判
示
を
読
む
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
本
決
定
の
「
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
判
示
や
、
本
決
定
が
最
終
的
に
「
合
理
的
な
疑
い
」
の
有
無
を
判
断
し
て
い
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る
こ
と
か
ら
、
本
決
定
も
全
面
的
再
評
価
説
を
否
定
し
て
い
な
い
と
い
う
理
解
も
あ
る（
（1
（

。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
本
決
定
は
旧
証
拠
で
あ
る

三
鑑
定
を
評
価
し
直
し
た
結
果
と
し
て
「
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
判
示
し
て
い
る
と
理
解
し
、
本
決
定
の
「
再
評
価
」
と
い
う
文
言

は
、「
請
求
人
に
利
益
な
再
評
価
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
従
来
、
再
審
請
求
を
認
め
た
決
定
も
、
棄
却
し
た

決
定
も
、
通
常
の
事
実
認
定
の
手
法
と
同
様
に
、
新
旧
証
拠
を
総
合
的
に
評
価
し
て
、
最
終
的
に
は
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ

い
て
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
る
以
上
、
全
面
的
再
評
価
説
に
立
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

た
し
か
に
、
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
が
説
く
よ
う
に
、
新
証
拠
の
立
証
命
題
に
有
機
的
に
関
連
す
る
旧
証
拠
の
み
を
再
評
価
し
、

そ
の
余
の
旧
証
拠
の
評
価
に
つ
い
て
は
確
定
判
決
の
証
拠
評
価
の
ま
ま
で
、
新
旧
証
拠
を
総
合
評
価
し
て
「
合
理
的
な
疑
い
」
の
有
無
・

程
度
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（1
（

。
こ
れ
は
白
鳥
決
定
が
「
一
般
に
、
総
合
認
定
に
お
け

る
各
証
拠
は
、
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
裁
判
官
の
心
証
形
成
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ

う（
（1
（

。
特
に
個
々
の
鑑
定
の
証
明
力
が
弱
い
本
事
案
の
場
合
、
総
合
評
価
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
決
定
も
全
面
的
再
評
価
説
を
と
っ
て
い
る
、
少
な
く
と
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解（
（1
（

に
も
理
由
が
あ

る
。
し
か
し
、
か
り
に
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
も
、
本
決
定
が
新
旧
証
拠
を
総
合
的
に
評
価
し
た
上
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三

鑑
定
と
の
関
連
性
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
問
題
は
残
る
。こ
の
問
題
は
本
決
定
が
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と

理
解
し
た
場
合
で
も
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
決
定
の
評
価
軸
は
、
新
証
拠
と
旧
証
拠
と
の
関
連
性
が
適
正
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
本
決
定
が
是
認
し
た
原
々
決
定
に
お
い
て
は
、
二
段
階
説
的
な
判
示
が
み
ら
れ
る
が
、
①
第
一
段
階
に
お
い
て

血
液
型
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
関
す
る
新
証
拠
の
立
証
命
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
三
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
に
つ
い
て
何
ら
明
示
的
に
判
示
さ
れ
て
お
ら
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ず
、
②
第
二
段
階
に
お
い
て
も
、
特
異
な
総
合
評
価
に
お
い
て
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
と
の
関
連
性
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

新
証
拠
と
旧
証
拠
と
の
関
連
性
の
程
度
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
分
だ
け
確
定
有
罪
判
決
の
証
拠
評
価
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
意
味
す

る
が
ゆ
え
に（
（1
（

、
請
求
人
に
不
利
益
な
総
合
評
価
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
本
決
定
に
つ
い
て
は
、
名
張
事
件
の
最
高
裁
決
定
（
前
記
判
例
㋑
）
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
決
定
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
請
求
人
に
利
益
な
方
向
で
は
孤
立
評
価
説
に
等
し
い
判
断
方
法
を
と
り
、

逆
に
不
利
益
な
方
向
で
は
証
拠
構
造
の
組
み
替
え
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
請
求
人
の
側
に
二
重
の
制
約
を
課
し
て
い
る（
（2
（

」
と
い
う
指
摘

が
そ
れ
で
あ
る
。
本
決
定
で
は
従
来
、
多
く
の
再
審
棄
却
事
例
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
新
証
拠
と
旧
証
拠
と
の
関
連
性
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
る（
（2
（

。

３
．
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
と
の
関
連
性

本
決
定
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
は
、
三
鑑
定
の
「
証
明
力
に
関
す
る
評
価
を
左
右
す
る
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な

い
」
と
し
た
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
は
「
同
鑑
定
の
手
法
が
改
善
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
鑑
定
の
証
明
力
は
「
鑑
定
資
料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
や
状
態
の
不
良
、
更
に
は
こ
れ
ら
の
鑑
定
自
体

の
特
性
等
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
両
者
を
対
比
的
に
判
示
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三

鑑
定
が
別
々
の
独
立
し
た
鑑
定
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
一
方
の
証
明
力
減
殺
は
、
他
方
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
趣
旨
の
よ
う
に

読
め
る
。

た
し
か
に
両
者
が
別
々
の
独
立
し
た
科
学
的
証
拠
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
判
示
は
一
見
す
る
と
、
首
肯
で
き
る
よ
う
に
も
み
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え
る
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
が
不
十
分
で
あ
っ
た
分
だ
け
、
同
鑑
定
と
三
鑑
定
の
関
連
性
は
き
わ
め
て
密
接
な
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
改
め
て
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
と
の
関
連
性
を
確
認
し
て
お
こ
う（
（2
（

。

ま
ず
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
お
よ
び
三
鑑
定
は
、
い
ず
れ
も
Ｎ
子
・
Ｕ
子
の
死
体
お
よ
び
そ
の
発
見
現
場
か
ら
発
見
さ
れ
た
同
一
の
血
痕

（
混
合
瘢
痕
）
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
（
対
象
資
料
の
同
一
性
）。
こ
の
血
痕
の
中
に
は
、
被
害
児
童
の
血
液
型
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
と
は

一
致
し
な
い
犯
人
の
も
の
と
推
認
し
う
る
血
液
型
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
含
ま
れ
て
い
た
。

原
確
定
判
決
は
、
科
警
研
の
鑑
定
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
血
液
型
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
等
の
デ
ー
タ
を
総
合
評
価
し
て
「
犯
人
が
一
人
で

あ
る
な
ら
そ
の
犯
人
の
血
液
型
は
Ｂ
型
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
は
一
六
―
二
六
型
で
あ
る
と
い
う
事
実
ま
で
は
認
定
で
き
る
」
と
判
断
し

た
（
次
頁
の
表
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
本
決
定
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
じ
被
害
者
ら
の
血
痕
に
関
し
て
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る

と
す
れ
ば
説
明
の
つ
か
な
い
事
実
も
存
在
し
た
。

第
一
に
、
犯
人
と
の
混
合
瘢
痕
で
あ
る
と
さ
れ
た
Ｕ
子
の
膣
内
容
物
（
資
料
（
２
））
か
ら
は
、
事
件
本
人
の
型
と
さ
れ
た
二
六
型
が
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
確
定
有
罪
判
決
は
、「
そ
れ
は
、
も
と
も
と
犯
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
が
少
な
か

っ
た
上
に
、
分
子
量
の
大
き
い
二
六
型
が
一
六
型
よ
り
も
分
解
さ
れ
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
増
幅
の
効
率
が
悪
か
っ
た
た
め
に
検
出
で
き
な

か
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
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科
警

研
の

鑑
定

資
料（
１
）

資
料（
２
）

資
料（
３
）

資
料（
４
）

資
料（
５
）

資
料（
６
）

資
料（
７
）

サ
ン
プ
ル

Ｎ
子（
Ａ
型
）の

死
体
付
近
の
血
痕
様

Ｕ
子（
Ｏ
型
）の

膣
内
容
物

Ｕ
子（
Ｏ
型
）の

膣
周
辺
付
着
物

Ｎ
子（
Ａ
型
）の

膣
内
容
物

Ｎ
子（
Ａ
型
）の

膣
周
辺
付
着
物

Ｕ
子
の
心
臓
血

Ｎ
子
の
心
臓
血

事
件
本
人

の
頭
髪

血
液
型
検
査（
抗
体
）
抗
Ａ
抗
体
・
抗
Ｂ
抗
体

抗
Ｈ
・
抗
Ａ
・
抗
Ｂ

抗
Ｈ
・
抗
Ａ
・
抗
Ｂ

抗
Ａ
・
抗
Ｂ

抗
Ａ
・
抗
Ｂ

抗
Ｈ（
Ｏ
型
）

抗
Ａ（
Ａ
型
）

抗
Ｂ（
Ｂ
型
）

Ｍ
Ｃ
Ｔ
11
8
型
鑑
定

16
・1
8・
25
・
26
型

16
・
23
・
27
型

Ｎ
子
の
型
不
検
出

事
件
本
人
の
26
型
不
検
出

16
・
23
・
26
・
27
型

Ｎ
子
の
型
不
検
出

16
・1
8・
25
・
26
型

16
・1
8・
25
・
26
型

23
–2
7
型

18
–2
5
型

16
–2
6
型

Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
鑑
定

1.
3
–3
型

1.
1–
3
型

事
件
本
人
の
1.3
型
不
検
出

1.
1–
3
型

事
件
本
人
の
1.3
型
不
検
出

1.
3
–
3
型

1.
3
–
3
型

1.
1–
3
型

1.
3
–3
型

1.
3
–3
型

Ｉ
　
　

鑑
　
　

定

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定

資
料
全
量
消
費

鑑
定
不
可

Ｕ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出
Ｕ
子
・
Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出

第
三
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
出

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出
Ｕ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
事
件
本
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
Ｂ
型
鑑
定

同
上

Ｕ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出
Ｕ
子
・
Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
不
検
出
Ｕ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｎ
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
事
件
本
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ

原
確
定
有
罪
判
決
の
判
断

血
液
型

Ａ
型
・
Ｂ
型

Ｏ
型
・
Ａ
型
・
Ｂ
型

Ｏ
型
・
Ａ
型
・
Ｂ
型

Ａ
型
・
Ｂ
型

Ａ
型
・
Ｂ
型

Ｏ
型

Ａ
型

Ｂ
型

Ｍ
Ｃ
Ｔ
11
8
型
鑑
定

18
–2
5
型（
Ｎ
子
）

16
–2
6
型（
犯
人
）

23
–2
7
型（
Ｕ
子
）

16
–2
6
型（
犯
人
）

23
–2
7
型（
Ｕ
子
）

16
–2
6
型（
犯
人
）

18
–2
5
型（
Ｎ
子
）

16
–2
6
型（
犯
人
）

18
–2
5
型（
Ｎ
子
）

16
–2
6
型（
犯
人
）

23
–2
7
型

18
–2
5
型

16
–2
6
型

血
液
混
合
の
評
価

Ｎ
子
と
犯
人

Ｕ
子

/ Ｎ
子

/ 犯
人

Ｕ
子

/ Ｎ
子

/ 犯
人

Ｎ
子
と
犯
人

Ｎ
子
と
犯
人
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第
二
に
、
犯
人
と
の
混
合
瘢
痕
で
あ
る
と
さ
れ
た
Ｕ
子
の
膣
内
容
物
お
よ
び
膣
周
辺
付
着
物
（
資
料
（
２
）・（
３
））
か
ら
、
事
件
本
人

が
有
す
る
一
．三
型
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
確
定
有
罪
判
決
は
「
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
検
査
で

は
Ｕ
子
の
型
だ
け
が
検
出
さ
れ
、
犯
人
の
型
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
」、「
犯
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
壊
れ
て
い
る
可
能
性
」、「
一
．一
型
と

一
．三
型
と
の
検
出
感
度
の
違
い
に
よ
り
一
．一
型
の
Ｕ
子
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
α
型
だ
け
が
検
出
さ
れ
た
」
可
能
性
が
あ
る
た
め
、「
そ
れ
だ
け

で
直
ち
に
被
告
人
〔
事
件
本
人
〕
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
合
理
的
疑
い
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
。

第
三
に
、
①
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
の
ち
に
行
わ
れ
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
鑑
定
（
ｍ
ｔ
三
三
三
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
検
査
）
の
結
果
、
犯
人
と

の
混
合
瘢
痕
で
あ
る
と
さ
れ
た
Ｕ
子
の
膣
周
辺
付
着
物
（
資
料
（
３
））
か
ら
は
、
事
件
本
人
と
同
じ
型
は
検
出
さ
れ
ず
、
か
つ
、
事
件
本

人
と
は
別
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
検
出
さ
れ
、
②
犯
人
と
の
混
合
瘢
痕
で
あ
る
と
さ
れ
た
Ｎ
子
お
よ
び
Ｕ
子
の
膣
内
容
物
お
よ
び
膣
周
辺
付
着
物

（
資
料
（
２
）
～
（
５
））
か
ら
も
事
件
本
人
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｑ
Ｂ
遺
伝
子
）
の
混
合
を
示
唆
す
る
所
見
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
確
定
有
罪
判
決
は
、「〔
科
警
研
の
鑑
定
後
の
〕
Ｉ
鑑
定
の
段
階
で
は
既
に
こ
れ
ら
の
資

料
に
は
犯
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
」、「
検
査
過
程
に
お
け
る
資
料
の
汚
染
や
、
採
取
し
た
物
の
製
造
過
程
で
人
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
混
入
し
た
可
能
性
や
資
料
採
取
時
に
採
取
者
等
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
混
入
し
た
可
能
性
」、「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
及
び
追
加
分
析

の
結
果
が
犯
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
全
く
検
出
し
て
い
な
い
可
能
性
」
等
に
よ
り
、「
被
告
人
〔
事
件
本
人
〕
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
と
完
全
に
矛
盾

す
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
確
定
有
罪
判
決
は
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
説
明
の
つ
か
な
い
事
実
に
つ
き
、
前
記
の
諸
般
の
可
能
性
を

援
用
し
て
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
と
す
る
結
論
を
導
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
々
決
定
が
認
め
る
よ
う
に
、
新
証
拠
に
よ
り
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
は
、「
犯
人
と
事
件
本
人
の
Ｍ
Ｃ

Ｔ
一
一
八
型
が
一
致
し
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
方
で
、
こ
れ
が
一
致
し
な
い
と
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
両
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者
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
程
度
に
減
殺
さ
れ
た（
（2
（

。
特
に
本
事
件
に
お
い
て
は
、
血
液
型
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
型

デ
ー
タ
の
論
理
的
・
総
合
的
な
見
方
が
問
題
と
な
る
以
上
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
の
減
殺
に
よ
っ
て
、
①
被
害
者
と
犯
人
の

混
合
瘢
痕
に
は
事
件
本
人
の
血
液
は
そ
も
そ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
②
犯
人
の
血
液
型
は
Ａ
Ｂ
型
で
は
な
い
か
な
ど
の
合

理
的
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
さ
ら
に
は
③
犯
人
の
血
液
型
を
Ａ
Ｂ
型
と
す
る
新
証
拠
を
再
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
④
科
警
研
の
技
官

が
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
際
に
き
わ
め
て
特
異
な
鑑
定
手
法
を
用
い
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
な
ど
の
合
理
的
疑
問
が
前
面
に
出
て
こ

ざ
る
を
え
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
合
理
的
な
疑
問
は
、
で
は
他
の
間
接
事
実
の
評
価
は
ど
う
か
と
い
う
旧
証

拠
の
全
面
的
な
洗
い
出
し
の
必
要
性
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
。

本
決
定
が
、Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
明
力
減
殺
は
三
鑑
定
の
「
証
明
力
に
関
す
る
評
価
を
左
右
す
る
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
」

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
証
拠
評
価
（
と
く
に
論
理
則
）
の
面
か
ら
も
、
科
学
性
と
い
う
面
か
ら
も
大
き
な
疑
問
が
残
る
。

も
っ
と
も
、
本
決
定
は
こ
の
よ
う
な
本
事
案
の
脆
弱
性
を
自
覚
的
に
捉
え
、
あ
え
て
原
々
決
定
が
明
示
的
に
触
れ
て
い
な
い
Ｍ
Ｃ
Ｔ

一
一
八
型
鑑
定
と
三
鑑
定
と
の
関
連
性
に
つ
き
「
付
言
」
し
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
し
か
し
、
三
鑑
定
に
お
い
て
同
一
の
対
象
血
液
か
ら

被
害
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
し
っ
か
り
と
検
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
事
件
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
み
不
検
出
な
の
か
、
ど
う
し

て
三
鑑
定
の
証
明
力
は
「
鑑
定
資
料
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
や
状
態
の
不
良
、
更
に
は
こ
れ
ら
の
鑑
定
自
体
の
特
性
等
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
べ

き
も
の
」
な
の
か
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

新
証
拠
に
よ
り
事
件
本
人
で
は
な
い
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
三
鑑
定
に
よ
り

事
件
本
人
で
は
な
い
可
能
性
が
当
初
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り
血
液
型
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
を
総
合
し
て
「
疑
わ

し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
観
点
か
ら
全
面
的
に
評
価
し
直
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
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４
．「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
」
の
内
実

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
本
決
定
は
原
々
決
定
お
よ
び
そ
れ
を
是
認
し
た
原
決
定
を
支
持
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
以
外
の
そ
の
余
の

情
況
事
実
を
総
合
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
が
さ
れ

て
」
い
る
と
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
判
例
に
よ
れ
ば
、「
刑
事
裁
判
に
お
け
る
有
罪
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
合
理
的
な
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
の
な
い
程

度
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
情
況
証
拠
に
よ
っ
て
事
実
認
定
を
す
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
も
、
直
接
証
拠
に
よ
っ
て
事
実
認
定
を
す

る
場
合
と
比
べ
て
立
証
の
程
度
に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
（
最
高
裁
平
成
一
九
年
…
一
〇
月
一
六
日
第
一
小
法
廷
決
定
・
刑
集
六
一

巻
七
号
六
七
七
頁
参
照
）、
直
接
証
拠
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
情
況
証
拠
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
間
接
事
実
中
に
、
被
告
人
が
犯
人
で
な

い
と
し
た
な
ら
ば
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
説
明
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
）
事
実
関
係
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（
最
判
平
成
二
二
年
四
月
二
七
日
刑
集
六
四
巻
三
号
二
三
三
頁
）
と
さ
れ
る（
（2
（

。

本
決
定
の
論
理
は
、
事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
間
接
事
実
が
矛
盾
無
く
説
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
も
っ
て

事
件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
と
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
間
接
事
実
の
事
実
認
定
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
危

険
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（2
（

。
も
っ
と
も
、
確
定
有
罪
判
決
の
事
実
認
定
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
お
よ
び
三
鑑
定
に
つ
き
、
そ
も
そ
も
事

件
本
人
が
犯
人
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
合
理
的
に
説
明
の
つ
か
な
い
事
実
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
再

審
請
求
に
お
い
て
は
、
事
件
本
人
を
犯
人
と
し
た
有
罪
証
拠
で
あ
る
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
や
Ｔ
証
言
に
関
す
る
疑
義
が
問
題
と
な
っ
た

事
案
で
あ
る
。

本
件
の
科
学
的
証
拠
か
ら
推
認
さ
れ
る
間
接
事
実
は
、
殺
人
と
い
う
主
要
事
実
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
証
明
力
が
減
殺
さ
れ
た
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科
学
的
証
拠
な
し
に
、
事
件
本
人
が
殺
人
を
犯
し
た
こ
と
ま
で
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
高
度
の
立
証
が
さ
れ
て
」
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。

５
．
残
さ
れ
た
課
題

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
本
決
定
の
「
付
言
」
の
中
心
的
な
内
容
と
な
っ
た
の
は
、
原
確
定
有
罪
判
決
の
脆
弱
な
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
三

鑑
定
の
「
証
明
力
に
関
す
る
評
価
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
科
警
研
の
血
液
型
鑑
定
お
よ
び
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
手
法
に
対
す
る
疑
義

に
つ
い
て
は
「
原
々
決
定
の
信
用
性
評
価
を
是
認
し
た
原
決
定
の
判
断
に
誤
り
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
さ
れ
、
弁
護
人
ら
が
即
時
抗

告
審
に
お
い
て
も
っ
と
も
中
心
的
に
主
張
し
た
Ｔ
証
言
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
新
証
拠
に
よ
っ
て
Ｔ
の
目
撃
供
述
の
信
用
性
が
否
定
さ
れ

た
と
は
い
え
」
な
い
と
し
て
ご
く
簡
単
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
本
件
の
即
時
抗
告
審
に
お
い
て
確
定
有
罪
判
決
に
関
与

し
た
裁
判
官
が
審
理
を
担
当
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
元
被
告
人
の
再
審
請
求
に
対
す
る

最
高
裁
の
応
答
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
淡
泊
な
判
示
と
い
う
評
価
も
あ
り
え
よ
う（
（2
（

。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
の
解
決
は
、
第
二
次
再

審
請
求
に
お
け
る
審
理
で
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
1
）	

飯
塚
事
件
の
確
定
判
決
と
原
々
決
定
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
飯
塚
事
件
と
死
刑
再
審
」
大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学
論

集
七
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
九
五
頁
以
下
参
照
。

（
2
）	

拙
稿
・
前
掲
註（
1
）
二
五
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
3
）	

原
々
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
豊
崎
七
絵
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch
一
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
二
一
頁
以
下
。
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（
4
）	

飯
塚
事
件
の
刑
事
再
審
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
刑
事
再
審
の
史
的
素
描
」
大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学
論

集
七
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
八
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
5
）	
宇
都
宮
地
判
平
成
二
二
年
三
月
二
六
日
判
時
二
〇
八
四
号
一
五
七
頁
。
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
は
最
決

平
成
一
二
年
七
月
一
七
日
刑
集
五
四
巻
六
号
五
五
〇
頁
。

（
6
）	

本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、前
田
雅
英
「
判
批
」W
est Law

 Japan

判
例
コ
ラ
ム
二
三
二
号
（
二
〇
二
二
年
）、関
口
和
徳
「
判
批
」

新
・
判
例
解
説W

atch
三
〇
号（
二
〇
二
二
年
）二
二
五
頁
以
下
、辻
本
典
央「
判
批
」刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
一
号（
二
〇
二
二
年
）

一
四
六
頁
以
下
、
加
藤
克
佳
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
五
七
〇
号
・
令
和
三
年
度
重
判
解
（
二
〇
二
二
年
）
一
五
六

頁
。
本
決
定
を
契
機
に
限
定
再
評
価
説
の
起
源
ま
で
遡
っ
て
、
そ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
中
川
孝
博
「
刑

事
再
審
に
お
け
る
限
定
的
再
評
価
再
考
―
最
決
令
三
・
四
・
二
一
を
契
機
と
し
て
―
」
國
學
院
法
学
五
九
巻
四
号
（
二
〇
二
二
年
）

三
一
頁
以
下
。

（
7
）	

中
谷
雄
二
郎
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
平
成
九
年
度
』
一
八
頁
、
福
島
弘
『
再
審
制
度
の
研
究
』（
中
央
大
学
出
版
部
、

二
〇
一
五
年
）
一
三
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
8
）	

佐
藤
博
史
「
再
審
請
求
に
お
け
る
証
拠
構
造
分
析
と
証
拠
の
明
白
性
判
断
」
松
尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
下
巻
（
一
九
九
八

年
）
六
七
一
頁
な
ど
参
照
。

（
9
）	

村
岡
啓
一
「
再
審
判
例
に
見
る
明
白
性
の
判
断
方
法
」
自
正
五
六
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
10
）	

た
と
え
ば
、
❶
に
つ
き
村
岡
・
前
掲
註
（
9
）、
関
口
・
前
掲
註
（
6
）
な
ど
参
照
、
❷
に
つ
き
三
好
幹
夫
『
最
高
裁
判
所
判
例

解
説
刑
事
篇
平
成
一
〇
年
度
』
一
五
四
頁
以
下
な
ど
参
照
、
❸
に
つ
き
川
崎
英
明
『
刑
事
再
審
と
証
拠
構
造
論
の
展
開
』（
日
本

評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。
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（
11
）	

福
島
・
前
掲
註（
7
）
一
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
12
）	

た
と
え
ば
、
前
掲
註（
10
）・
川
崎
英
明
『
刑
事
再
審
と
証
拠
構
造
論
の
展
開
』（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
13
）	

拙
稿
・
前
掲
註（
1
）
二
五
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
14
）	
再
審
請
求
審
が
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
に
関
わ
る
（
と
判
断
し
た
）
旧
証
拠
の
み
を
再
評
価
し
、
新
証
拠
の
立
証
命
題
に
関

わ
ら
な
い
（
と
判
断
し
た
）
旧
証
拠
を
含
め
て
「
確
定
判
決
の
認
定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
た
か
」
を
判
断
す
る
方
法

を
か
り
に
限
定
的
再
評
価
と
い
う
と
す
れ
ば
、
原
々
決
定
は
、
①
ま
ず
立
証
命
題
に
関
わ
ら
な
い
（
と
判
断
し
た
）
旧
証
拠
を

総
合
評
価
し
、
②
そ
の
う
え
で
、
新
証
拠
と
そ
の
立
証
命
題
に
関
わ
る
（
と
判
断
し
た
）
旧
証
拠
を
含
め
て
「
確
定
判
決
の
認

定
に
合
理
的
な
疑
い
を
生
じ
さ
せ
た
か
」
を
判
断
し
て
い
る
と
い
え
、
そ
の
意
味
で
、
形
を
変
え
た
限
定
的
再
評
価
を
行
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

（
15
）	

関
口
・
前
掲
註（
6
）
二
二
七
頁
参
照
。

（
16
）	

た
と
え
ば
、
福
島
・
前
掲
註（
7
）
一
三
九
頁
か
ら
も
「
再
審
請
求
審
は
…
通
常
審
と
は
別
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
確
定
判
決
の
裁
判
官
の
立
場
に
立
っ
た
り
、
確
定
判
決
審
の
心
証
を
引
き
継
い
だ
り
で
き
る
と
は
思
え
な
い
」
と

い
う
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	

白
鳥
決
定
は
こ
の
判
示
に
続
け
て
「
証
拠
弾
丸
の
証
拠
価
値
が
原
判
決
当
時
に
比
べ
大
幅
に
減
退
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
か

ぎ
り
、
単
に
証
拠
弾
丸
の
証
拠
価
値
の
低
下
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
証
拠
弾
丸
と
相
互
に
関
連
す
る
他
の
証
拠
の
信
憑

性
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
あ
り
う
る
の
は
も
と
よ
り
、
証
拠
弾
丸
の
証
拠
価
値
の
低
下
の
反
射
的
効
果
な
い
し
こ
れ
と
相
互

関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
証
拠
弾
丸
に
関
し
第
三
者
の
作
為
ひ
い
て
は
不
公
正
な
捜
査
の
介
在
に
対
す
る
疑
念
が
生
じ
う
る

こ
と
も
否
定
し
が
た
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
疑
念
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
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れ
以
上
に
出
る
も
の
で
は
な
い
。）」
と
し
て
い
る
。
飯
塚
事
件
の
事
例
で
も
、
こ
の
よ
う
な
波
及
効
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

（
18
）	
中
川
・
前
掲
註（
6
）
四
一
頁
、
関
口
・
前
掲
註（
6
）
二
二
七
頁
。

（
19
）	

従
来
、
限
定
的
再
評
価
説
は
一
種
の
心
証
引
継
説
と
さ
れ
て
き
た
。
調
査
官
解
説
に
よ
っ
て
も
「
白
鳥
決
定
以
降
は
、
心
証
引

継
説
を
採
る
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
中
谷
・
前
掲
註（
7
）
一
八
頁
）。
か
り
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
心
証

引
継
説
を
否
定
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
限
定
的
再
評
価
説
を
採
る
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
20
）	

多
田
辰
也
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
臨
時
増
刊
一
一
三
五
号
・
平
成
九
年
度
重
判
解
（
一
九
九
八
年
）
一
九
四
頁
。
鳥
毛
美
範
「
再
審

に
お
け
る
『
明
白
性
』
判
断
と
最
高
裁
・
名
張
決
定
（
下
）」
法
時
七
一
巻
六
号
（
一
九
九
九
年
）
五
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
21
）	

た
と
え
ば
、
村
岡
・
前
掲
註（
9
）
一
九
頁
は
、
再
審
開
始
決
定
と
棄
却
決
定
と
の
間
に
は
「
最
も
基
本
的
な
新
証
拠
に
よ
る
旧

証
拠
の
弾
劾
効
の
有
無
の
検
討
に
お
い
て
、
明
ら
か
な
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

（
22
）	

拙
稿
・
前
掲
註（
1
）
二
四
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
23
）	

も
っ
と
も
弁
護
人
は
Ｍ
Ｃ
Ｔ
一
一
八
型
鑑
定
の
鑑
定
手
法
は
不
当
な
も
の
で
あ
り
そ
も
そ
も
証
拠
と
し
て
値
し
な
い
も
の
だ
と

主
張
し
て
い
る
。

（
24
）	

関
口
・
前
掲
註（
6
）
二
二
八
頁
も
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。

（
25
）	

拙
稿
・
前
掲
註（
1
）
二
六
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
26
）	

か
り
に
、
再
審
請
求
に
お
い
て
は
、
単
に
「
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
き
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
、
そ
の
認
定
を

覆
す
に
足
り
る
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
」
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
新
証
拠
と
旧
証
拠
と
の
関
連
性
を
ど
の
程
度
認
め

る
か
が
、
再
審
請
求
審
の
裁
量
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
再
審
法
の
改
正
と
い
う
立
法
的
解
決
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。




